
・一般国道１５６号現道は、土砂災害特別
警戒区域に指定されています。

・今回の全線開通により、解消されることと
なり安心・安全な通行が確保
されることを期待します。

防災課題箇所の回避ストック効果①

一般国道１５６号 現道の防災課題箇所
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●一般国道１５６号現道は、斜面崩落や落石等の危険を有する山と、豪雨によ
る路面崩落等の危険を有する川に挟まれた道路。

●過去１７回※、土砂流出や増水による路面崩壊等で被災し、通行止めを経験。

●大和改良の開通により、被災リスクが高い現道（一般国道１５６号）を回避し、
災害に強い道路網を構築。                                           ※1971年～2019年の48年間

1999.9.15～9.30
（約１６日間通行止）

2018.7.6
（約２時間通行止）
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災害に強い道路網を構築！



●一般国道１５６号現道は、見通しの悪いカーブの連続（線形不良区間）に
加え、冬期には山間部の日陰となり路面凍結が発生することもあり、事故
発生の危険性が高い道路。

●大和改良の開通により、現道（一般国道１５６号）の線形不良区間や路面
凍結状況を回避し、交通事故の減少に期待。
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交通安全の確保ストック効果②
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交通事故減少に期待！
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